
あいち・とこなめスーパーシティ構想
基本的な考え方（案）

2020年12月
愛知県・常滑市

この基本的な考え方（案）は、愛知県と常滑市が、民間事
業者等と連携しながら、今後、中部国際空港島及びその周辺
地域を中心とした地域において、目指していきたいと考えて
いるスーパーシティの姿を取りまとめたものです。



項目
○主旨

○対象地域
○地域の課題とスーパーシティのコンセプト
○フェーズⅠ・Ⅱで実現したいプロジェクトの概要

○データプラットフォーム（都市OS）の構築
○想定される推進体制
○全体スケジュール



〇 中部地域の空の玄関口として、モノづくりを中心に日本の経済を牽引し、国内外のヒト・モノの交流に大きく貢献し
てきた中部国際空港島・周辺地域は、近年、ホテルや複合商業施設の開業に加え、愛知県国際展示場「Ａｉｃｈｉ Ｓ
ｋｙ Ｅｘｐｏ」や第２ターミナルの開業など、国際交流拠点としての機能が一層充実している 。

○ 愛知県では、ジブリパーク開業（２０２２年）、アジア競技大会開催（２０２６年）、リニア中央新幹線開業（２０
２７年）など国内外から人を呼び込むことができる数多くのビッグプロジェクトを予定している。

〇 また、愛知県では、国内外の有力なスタートアップ支援機関、大学、企業とも連携した、官民連携によるスタート
アップの創出・育成を進める中核拠点 「ステーションＡｉ」の整備（２０２４年）を進めている。

〇 こうした愛知県の強みを生かし、 世界中からヒトや技術が集まるイノベーションの創出を図るための拠点化を進め、
自動運転、ロボット、ＡＩなどを活用し最先端の技術・サービスを積極的に導入した、 スーパーシティの実現を目指
す。

◆ を中心に、愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」に国際会
議や見本市などMICEを誘致し、 するとともに、最
先端技術・サービスの社会実装フィールドとすることで、 を進める。

・中部国際空港島・周辺地域を、 に位置づけ、早期
のサービス展開を目指す。

・スタートアップ支援の拠点 ỌỮ

する。

・実装フィールドで得たノウハウを元に、 し、地
域の課題解決を図る
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◆中部国際空港島・周辺地域（愛知県常滑市）
・愛知県知多半島の西海岸の常滑市沖海上の人工島（空港島：約580ha、うち空港面積470ha）に、2005年に国
内３番目の国際拠点空港として中部国際空港が開港。
・2019年度には過去最高の旅客数（1,260万人）を記録。ジブリパーク、アジア競技大会などのプロジェクトやリニア開業を
控え、人の往来はさらに活発化。
・自動運転サービスの実現に向けて、毎年度、実証試験を行い（2017～）、2020年度には実装を見据えて5GやAI技
術を活用した実証を行っている。また、空港でのサービスロボットの実証実験を積極的に行うなど、最先端の技術・サービスの
実装フィールドとしてのポテンシャルが高まっている。
・近年のホテル開業に加え、複合商業施設「FLIGHT OF DREAMS」（2018）や第２ターミナル（2019）、愛知県国
際展示場「Aichi Sky Expo」（2019）のオープンにより、賑わい創出と新たな需要の取り込みを図る。国際拠点空港とし
ての役割を十分に発揮していくために必要不可欠な二本目滑走路の整備を始めとする機能強化に向けて取り組んでいる。
・対岸部は、空港島と道路・鉄道で結ばれており、特に、空港島の開発用地と対岸部を「中部臨空都市」と呼び、企業誘致
やマンション建設などが進められている（約30haを分譲中）。
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〔現況〕 空港島と対岸部（りんくう町）

人口 89人 （2020年９月末時点）

就業者 約10,000人

空港旅客 1,260万人（2019年度）

※2025年の人口フレーム

（中部臨空都市まちづくりガイドライン（2017年））

夜間人口 約2,000人（常住人口・宿泊滞在人口）

就業人口 約17,000人
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フェーズⅠ
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ᶪׄ

フェーズⅡ

〔サブフィールド〕
ジブリパーク
ステーションAi
愛知県新体育館
アジア競技大会
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＜県内の主なプロジェクト＞
ジブリパーク（2022年）
ステーションAi（2024年）
愛知県新体育館（2025年）
アジア競技大会（2026年）

＜連携サービス例＞
・完全無人EV自動運転車両の実装
・車室空間体験を伴う移動をテーマとした新たな自動運転車両の導入
・５G、AIなどの先端技術を活用した施設運営

Тϴ˔Ї Тϴ˔Ї Тϴ˔Ї

2025 20302021

ЅУзО˔ϼ ІГ˔ЄдрAi һ ᾉ ӾḬ ϯЅϯẵṪ ᵓ зИϯᵫ

早期実装拠点（中部臨空都市）
でのサービス実装 常滑駅周辺市街地への展開 他地域への展開

ṇ
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ṇ Iḱ ︡ ךּ

וֹ ṇ

︣ ḱ

︣ Ṅ וֹ ףּ ︡ ṇ

ḱ ṇ

אל ךּ︡ ךּ︡

No.1

Ҳ ȋ ǽȭɩɜǱǰǮƲʫ ǵɐɆɵɠɌǵ șɨɶɇǠȒ
ɠɑɨɄȡ Ḹǯ ѫ ɅɶȽǵ ǲȏȑƲ24 ȵɶɞɪȷǱ Ҳɵ ǵὕ ǯƲȷɞɶȸ
Ǳᶥ ǯ Ȗǋǵʰ șὕ

ș ǞǦOne IDӓǲȏȑƲʫ ɪɗɩǵɓȟȷɆɆɧɗɩǯȦɨȠКǵǉȐȍȒ
ǵȳɶɑȷǮὈЋȫɡɁȵɣɪȷӓșὕ
ȨɕɆȢɱɅɶȽǵ ǲȏȒʣ ǱȳɶɑȷǮƲ ǋɨɒɶɆ șὕ
ǵǠȀǭș̱ ǮǔȒɎɶȿɡɩ Ǯ᷂Ḣǵ Ҙș ͬ

ȦɋɩȬɶȋEMSǲȏȑƲ᷂ ǲȋǜǞǖ ὡǲ▌ǋȅǨșὕ
ȢɱɓɧDXǲȏȑƲͪὃ ǯ Ḹ ǵҧ ӓɵ Ҳӓșὕ

ӣ ɵβ∆ɅɶȽșɜɋȶɟɱɆǞƲβ∆ᾎᴁǵ├̤ǯӣ ѹ șὕ
ɅȶȽɩ Ǔ ȐǞȋἶǺșȳɛɶɆƲЋǭǵ˲Ǔ ǮǔȒȅǨǲ

10 Ẏ Ǳ Ѱ ᴇǯɭɱȷɆɁɕ ǲȏȑƲ ὕ ș֯ ǯǠȒ ṑș ρ
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ṇ Iḱ ︡ ךּ

︣ ḱ

Ƥὕ ǠȒȳɶɑȷ

ṕểṖ

Ū Ҳ ɵ Ҳ ȳɶɑȷ
ὈЋ ˲ǵ‴ᶥḌ ҲɎȷȋ Ҳ ɫɚɁɆ ǓƲ ῬКǵᶥ ǱȐǺǲ ῬẆǒȐǵ Ҳ

ǯ șὈЋȳɛɶɆǠȒ Ҳɵ ɋɁɆɭɶȭș Ƴ
ɵ ˔ ǲȏȒ Ҳ ȵɡɆɩɎȷ ǵ ȵȷɄɞ
ɵȨɱɅɜɱɇḌ Ҳ ȳɶɑȷ
ɵɏɶȫɱȮ ˔ Ʋ ǵȾȢɈɝɁȭɕɧȢȵɱȮ
ɵ ҲɎɪɶɏɶȫɱȮǯ Ҳ Ǯ ῬǯᾍῚ ǵ
ɵ Ῥǯ₡ ⁸КǮ Ҳ ʰșВ ǞƲ ǲꜘǟǦ ǲȏȒ
ɵ Ḹș ֻǞǦ ȵȷɄɞ
ɵ Ҳ ɫɚɁɆǲȏȒ
ɵ Ҳ ș ǞǦ ɏɆɫɶɩƲ Ʋ ̸ Ʋ Ѱ̸
ɵ Ʋ ל ḸșɅɶȽӓǞƲAIѝ ǲȏȒ ǯ Ҳ ǲȏȒ Ʋ Ѱ̱ל

ū ǽ ȋɇɫɶɱǲȏȒ ǵ Ҳɵ ȳɶɑȷ
Ḣ ȵȷɄɞǲȏȒ ˲ Ʋ ˲ ǵ ǵʤƲɇɫɶɱǲȏȒ ȋȢɱɓɧ Ʋ

ǽ Ǯǵ Ҳɵ ǱǰǵὄЋǱ șὕ ƳȅǦƲ ὡ Ƕ ǱǰǮ˲ƵǵὄЋ ͪǲὫ
ʦƳ

〔目指す姿〕 ・いつでも自由にPoint-to-Pointの移動・輸送を可能に
・人とモビリティが共存する新しい空間マネジメント実現
・観光地を魅力的に見せる移動、健康管理など、モビリティの新たな価値を創出

͓

移動 物流 支払い 防災・安全



︣ ḱ

Ƥ ⱳ Ǳ Ѱ ᴇ
道路交通法、道路運送車両法、航空法、電波法、道路運送法

Ƥ ǠȀǔɅɶȽ
ЏВ˧ ɅɶȽƲ ˧ ɅɶȽƲ ḹɅɶȽƲ ḢɅɶȽƲ ɅɶȽƲ̬ ɅɶȽƲ˲ ɅɶȽƲ ɅɶȽƲ

ȢɱɓɧɅɶȽƲ᷂ᶫɅɶȽƲ Ͻɵ ɅɶȽ ᾽ ḹƲↄ Ʋᵀ Ʋ ↄ ǵ Ḹ ƲȦɋɩȬɶɅɶȽƲ
ӣ ɵβ∆ɅɶȽƲѫ ɅɶȽ Ḹ

͔

ṕỄṖ 24

Ŭ ȷɜɶɆɠɑɨɄȡȳɶɑȷ
ǠȀǭǵ Ҳ Ḹȋ Ʋ ḹƲ ḸƲȢɗɱɆ ǵ σ ḸǱǰǵɅɶ

Ƚ ȵȷɄɞș ǞƲѧȈǭǵ˲ǲȉϮǞǋȷɞɶȸǱ Ҳȳɶɑȷȋ Ҳɵ ǵɒɶȭȵɓ
ɆǱǰșὕ Ƴ
ɵ Ҳ ƲȵȥȠɨɱȮɏɶȻɈɩɠɑɨɄȡƲ Ҳ ǋǠ ǮЋǭǵ˲ǲꜝ ǱῬК Ҳ
ɵẉ ǒȐ Ῥǲ ǠȒ ǲ ǱѮ șɈɑȰɶɆ
ɵAIǲȏȒ˧ ƲȾȢɈɝɁȭɕɧȢȵɱȮǲȏȒȢɗɱɆɒɶȭ ǵ
ɵɠɑɨɄȡѫ ǯ Ҳϼǵ ȋ ↄ ǵѫ șֻȖǢǦ ɵ˔ ɵ șʝ ǠȒMaaS
ȳɶɑȷ
ɵ ǔϼǲꜘǟǭɛȢɱɆ̂ʦǠȒȾȢɈɝɁȭɕɧȢȵɱȮǲȏȑƲ ǲꜘǟǦ Ͻὖǵ
ѝ șᶫȒ
ɵ ᷂ȋ̬ ḸƲ ǲꜘǟƲ ṶȱɱɄɱɂȋק ⅎףȋȳɶɑȷ Ḹș ͬ
ɵ Ҳ ƲɏɶȻɈɩɠɑɨɄȡƲ ǓВἭǠȒ Ȗǋ șҍї

ŭ ǞǋɠɑɨɄȡǵ͔Ιҍї
ӴǱȒ Ҳɵ ǵ ͑ǲ ȅȐǱǋƲɠɑɨɄȡǵК ș ǞǦ Ǟǋ͔ΙșҍїƳ
ɵȵȥȠȨɓȡȷƲȵȥȠɝɶɄȡɱȮȷɘɶȷƲ ̱ ƲɎɶȿɡɩ Ǯǵ̝ ɵᵀ Ǳǰ

ṇ Iḱ ︡ ךּ
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︣ Ṅ וֹ ףּ ︡ ṇ

Ƥὕ ǠȒȳɶɑȷ

ṕễṖ One ID

Ů OneIDɵȫɡɁȵɣɪȷȳɶɑȷ
ǲȏȒ ὖ ǵOneIDӓƲᾓ ǲǶɏȷɛɶɆɪȷƲ ǽȐ șὕ ǠȒƳ

ID Ḹș ǞƲ᾽ ḹǵȿȯɁɆɪȷЊ ḹƲəɄɩ ҲȿȥɁȭȢɱȳɶɑȷƲȫɡɁȵɣ
ɪȷ ǋȳɶɑȷ șὕ Ƴ

ETC ǵȫɡɁȵɣɪȷᾍꜘƲPAǮǵETC ȳɶɑȷ

ṕỆṖ

ů ɏɶȻɈɩȱɱȵȥɩȶɣ
ȨɕɆȢɱ ╛ǲȏǪǭ֛ ǜȓǦ ȋ ѫ ǵɏɶȻɈɩɅɶȽșḨǲƲѫ ǵιר

ǲꜘǟǦɕɁȵɣḌǵȳɶɑȷș ͑Ƴ
ɵȽɶɝɈɩɑɩКǮƲ ˆ֥ȅǮǵ Ʋͪὄ Ʋї ȅǮǵ ǛǞ Ǳǰș
ɵẉ ᾍꜘǮƲ ὖ ǵɨȠɩȽȢɞǵ ș К
ɵɉɣɶɌɶɜɩ ̈ǵȅǨǱǒ Ͻș КǞƲ ǱǞǮ̵ ș ҧ
ɵǑȉǭǱǞɏɁȯɶȶƲȤȦɩȩɞɏɁȯɶȶƲȉǵǬǖȑ όɏɁȯɶȶ ǵ ǲȏ
ȑȠɓȽɶȱɱɗɱȵɥɱșϹὕ

ɵẎ ȢɗɱɆ ǵ˲ǵ ᾚȋῬКɆȢɪ К ˲ ɜɋȶɟɱɆ
ɵ ǵ ҲƲ ҲɅɶȽșѝ ǞǭɜɶȯɄȡɱȮǲѫ

〔目指す姿〕 ・搭乗手続き、出入国手続き、支払い全て「顔パス」
・スーツケース、手荷物、ショッピングバッグは自動搬送
・はじめての海外からの来訪者でも迷わない・困らない、パスポート要らずの手ぶら観光都市

͕
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︣ Ṅ וֹ ףּ ︡ ṇ

ṕệṖ

Ű ɎɶȿɡɩǉǋǨ
ǵʺ Ͻ᷂ǱǰșɎɶȿɡɩ̱ ǮǔȒȳȢɎɶɠɶɩș ǞƲ Ͻ᷂ȅǮǵ Ҳǯ
ѫ șɏɁȯɶȶǲǞǦ ɅȶȽɩȿȯɁɆ ͑ȋ șὕ Ƴ

10

Ƥ ⱳ Ǳ Ѱ ᴇ
旅券法、外国人観光旅客の来訪の促進等による国際観光の振興に関する法律

Ƥ ǠȀǔɅɶȽ
ЏВ˧ ɅɶȽƲ ɅɶȽƲ ḹɅɶȽƲ ḢɅɶȽƲ ɅɶȽƲ̬ ɅɶȽƲ˲ Ʌɶ

ȽƲ ɅɶȽƲȢɱɓɧɅɶȽƲ᷂ᶫɅɶȽƲ Ͻɵ ɅɶȽ ᾽ ḹƲↄ Ʋᵀ Ʋ
ↄ ǵ Ḹ Ʋѫ ɅɶȽ ḸƲ Ѳ ḸƲ₴̈ƲרѩƲ Ʋ ḸƲ ѫ
ɵ ǵ Ҳῂ Ǳǰ

ṇ Iḱ ︡ ךּ

移動 物流 支払い 行政



ḱ ṇ

Ƥὕ ǠȒȳɶɑȷ

ṕỈṖ EMS

ű ȭɨɶɱȦɋɩȬɶ
ȦɋɩȬɶǵѫ ɠɅɩș ǞƲȦɨȠКǵЋȳɶɑȷɠɑɨɄȡǵEVƲFCVӓșὕ

Ƴ

Ų ʫ̈ȦɋɩȬɶɜɋȶɟɱɆȵȷɄɞ
Ʋↄ ƲɠɑɨɄȡƲ ǱǰǵȦɋɩȬɶ ȵȷɄɞșὕ ǞƲ ⁸ ǵȦɋɩ

Ȭɶ ǵЋ̱ ӓșᶫȑƲ₳ Ƕ̵҈ȦɋɩȬɶǵ ҧ Ʋ ὡ Ƕ ǲȖǦȑ˲Ƶǵ
ὄЋș ͪƳ

〔目指す姿〕・再生可能エネルギーや余剰エネルギー等有効利用によりCO2排出削減を実現
・施設間でエネルギーを融通し、ピークシフトを実現
・外部電源が途絶えても長時間（最大１週間）自立稼働できるレジリエントなまち
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ḱ ṇ

Ƥ ⱳ Ǳ Ѱ ᴇ
電気事業法、計量法、道路法、道路交通法

Ƥ ǠȀǔɅɶȽ
道路交通データ、気象データ、インフラデータ、地図データ、観光・施設データ（バックアップ

電源等）、エネルギーデータ、ライフラインデータ、利用者データ等
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ṕỉṖ DX

ų ʫ̈ȠȹɁɆɜɋȶɟɱɆ
Ȣɱɓɧ ǿǵAIɵIoTșỒȈǯǞǦ ϼ ǵᾚЊƲȢɱɓɧɅɶȽɗɶȷǵЋɅȶȽɩ
ӓǲȏȑƲ ⁸Ȣɱɓɧ ǵ ҵҧ ӓɵ Ҳӓșὕ Ƴ
ɵʣʤ Ʋ ƲȪȷǱǰǵȢɱɓɧḛ ɵ ɅɶȽș ֻǞ ǵЛ ӓ
ɵ˧ ḸƲ Ḹǵ ƲAIѝ ǲȏȒ Ѱ ҵǵҧ ӓ
ɵ ḉ₫ǵɅȶȽɩȳȢɋɶȶӓ
ɵ˧ Ѱ ǵ Ѱ ǲɕɫȶȥȭȵɥɱɜɁɒɱȮș ǞƲ̸ ǵὄЋר ͪǯҧ ӓ
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אל ךּ︡ ךּ︡

Ƥὕ ǠȒȳɶɑȷ

ṕỊṖ

β∆ Ḹ ȵȷɄɞǲȏȒɖɩȷȯȠ
ʺǲȦɨȠКǮϐǖ˲șᾍ ǲƲ Ʋӣ ɅɶȽƲȤȦȠɧɔɩ ǲȏȒ ₡ǵβ∆

ɅɶȽ ș ǠȒβ∆ Ḹ ȵȷɄɞș ǞƲβ∆ ș ǠȒǚǯǲȏȑƲ
ǒȐǵɨȷȭ ͔Ʋҥϐ˗ ȋ ˔ ǲȏȒβ∆ᾎᴁǵ├̤șὕ Ƴ

ṕịṖ

ŵ ɧȢɓȳɛɶɆɵɕɧɁɆɓȧɶɞ
ɧȢɓɧȢɱ Ḹȋ ḸșɅȶȽɩӓǞǭ ƵǱ˲ǵ ȐǞșȳɛɶɆƳ
ɵ ⁸ ḸǵɅȶȽɩӓǲȏȑ ὡǲ▌ǋɧȢɓɧȢɱș
ɵ ș̌ ǲ ҲǞǦɅȶȽɩȳɶɑȷ
ɵѫ ǵֿ ǲḨǬǔƲ Њ Ḹș Ʋ ƲȪȷǱǰǵɧȢɓɧȢɱ˗ Ǔ ḸВ
ǞǭɭɱȷȨɱɨɶ

Ƥ ⱳ Ǳ Ѱ ᴇ
医療情報の取扱に関する制度等

Ƥ ǠȀǔɅɶȽ
ȢɱɓɧɅɶȽƲ᷂ᶫɅɶȽƲӣ ɵβ∆ɅɶȽƲɧȢɓɧȢɱɅɶȽ Ͻ Ʋ ͬƲʥҲ ǵ

˗ ɅɶȽ Ʋѫ ɅɶȽ

〔目指す姿〕 ・将来のあらゆるリスクに対処し、人々の安全と健康を常に見守る
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行政 医療
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Ƥὕ ǠȒȳɶɑȷ

ṕ10Ṗ

Ŷ ȨɶɕɱȢɌɗɶȵɥɱȦɨȠǵҍї

ǒȐὕ ȅǮ Ǟǭ ǏȒ⁄ẎǱὕ ɓȡɶɩɇǯǞǭ Ῥɵק ᷂Ḣș Ƴ

ȷȽɶɆȠɁɕ̔ ǯẎ̔ ɵ˗ ̝ ǯǵВҍǲȏȒȨɶɕɱȢɌɗɶȵɥɱș͝ Ƴ
ɵ ǲⱳ ǱɅɶȽѫ ȋ˗ ὕ ǲ͜Ȓ ǵɭɱȷɆɁɕӓ
ɵɑɁȮɅɶȽș ǞǦɕɫȾȭɆ
ɵ ϼ ɄȭɌɫȶɶș ǞǦɕɫȾȭɆ ⁸ǯǞǭƲȢɌɗɶȽɶǵ șҍї

Ƥ ǠȀǔɅɶȽ
ビッグデータをセキュリティに配慮して解放

〔目指す姿〕 ・世界から人と技術が集まる先端技術ショーケース都市
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ŷ ȷɶɏɶȵɄȡǵ ӓǯ⁸К᾽

⁸ ǵѫ͛ׄרʣǲǫǱǓȒϼ ȳɶɑȷǵ֝ ș ǲ֝ȑЊȓƲ ǦǱȮɨɶɱ
ɓȡɶɩɇ șᴀǺ ȇ ƲȷɶɏɶȵɄȡǵ ӓǯ ᾽ ǲȏȑ ǯ᷂Ḣǵʝ̱ Ǳ
᾽șὕ
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移動
移動・物流システム

公共交通

物流 支払い 行政 医療 ｴﾈﾙｷﾞｰ 防災・安全

おもてなしサービス

ゼロ・カーボン

人に優しい社会

イノベーションエコシステム

①自動運転・自動搬送
②空飛ぶ車・ドローン

⑤OneID・キャッシュレス
⑥パーソナルコンシェルジュ

⑬オープンイノベーション ⑭スーパーシティの深化

③スマートモビリティ
④新しいモビリティ
⑦バーチャルあいち

⑧クリーンエネルギー
⑨次世代EMS

⑪健康情報管理システム
⑫ライフサポート

⑩次世代ｱｾｯﾄ ①②③④⑩

API

利用者・開発者ポータル、アプリ

サービス連携・データ仲介・データ連携
※分散型のデータ連携を想定

サービス提供

連携機能

ID管理 ID管理、生体認証

API

ṇ ṕ Ṗ

道路交通 人流物流空域駐車場

インフラ 地図 利用者観光・施設 エネルギー 医療・健康 ライフライン

気象

etc

ṇ

位置
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データ連携例



Ӳ

̝

אל

県・市・サービスを展開する民間企業等による官民連携の協議会を設置し、
、 OS などを行う

WG

OS

OS
・県：アーキテクトと連携してスーパーシティ推進
・市：住民合意等の地元調整
・民間等：全体構想と足並みを揃えた個別分野の取組推進

全体構想をリード

ベンダーへの委託を想定

運営モデルのイメージ
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セキュリティ監視、チェック
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2020 2021 2022 2023 2024 2025

全体マネジ
メント

プロジェクト

手続

ṇ

基本構想

住民
合意

区域
会議

ビジネスモデルの検討

導入可能性調査

応募 区域
指定

要求水準書作成・事業者選定

順次
サービス

実装

基本構想

都市OS構築
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事業着手・整備
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ＭＩＣＥ

企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）
（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議 （Convention）、
展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字を使った造語で、ビジネスイ
ベントの総称。

ダイナミックプライシング
商品やサービスの価格について、一定の標準価格を設定し、その商品・サービスの売れ
行きや需要、混雑具合などの状況に応じて価格を随時変動させる仕組み。

バレーパーキング
駐車する際に運転手に代わって係員やIoT機器との連携による自動搬送機械によって
駐車作業を行うサービス。

パーソナルモビリティ 街中での近距離移動を想定した1～2人乗りの小型電動コンセプトカーなどの総称。

ＭａａＳ
「Mobility as a Service」の略。出発地から目的地までの移動に対し、様々な移動
手段・サービスを組み合わせて一つの移動サービスとして捉えるもの。

オプトイン（オプトインデータ、オプトイン方式）
加入や参加、許諾、承認などの意思を相手方に示すこと。対象者から明確に許諾を得
ない限り実施しない（あるいは、してはならない）とする原則のことを「オプトイン方式」とい
う。

アフターコンベンション
見本市・シンポジウム・博覧会などのコンベンションの後に行われる催しや懇親会、周辺
観光などのこと。

レジリエンス（レジリエント）
想定外の事態に対して社会や組織が機能を速やかに回復する、回復力や強靭さを意
味する概念。

クリーンエネルギー
地球温暖化の原因であるとされる二酸化炭素(CO2)や、大気汚染の原因となる硫黄
酸化物(SOx)、窒素酸化物(NOx)などを排出しない、または排出量の少ないエネルギー
源を指す。
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ＥＭＳ
エネルギーマネジメントシステムの略。ICTを用いて電気、ガス、熱などのエネルギーの使
用状況の見える化や最適運用により、省エネおよび負荷平準化など、エネルギーの効率
的利用を実現するシステム。

ＥＶ
電気自動車の略。自宅や充電スタンドなどで車載バッテリーに充電を行い、モーターを動
力として走行する。

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
将来の成長、競争力強化のために、新たなデジタル技術を活用して新たなビジネスモデ
ルを創出・柔軟に改変すること。

アセットマネジメント

現在のサービスレベル（劣化・損傷具合）を評価するとともに、その維持・補修・更新の
順位付け、または実施時期を適切に評価し、必要な費用を最小限に抑えながら質の高
いサービスを提供し、資産価値を最大化すること。ここでは特に、社会基盤（インフラ）に
ついてアセットと定義する。

ワンスオンリー
行政手続き等に際して、一度提出した情報は再提出不要（ワンスオンリー）とすること
を原則とし、効率化を進めていくこと。

オープンイノベーション
組織内部のイノベーションを促進するために、意図的かつ積極的に内部と外部の技術や
アイデアなどの流動性を高め、組織内で創出したイノベーションを組織外に展開する概念
のこと。

グリーンフィールド開発 建物や工場などが建っていない更地の土地に新規の開発を行うこと。

都市ＯＳ
スマートシティ（またはスーパーシティ）実現のために、スマートシティを実現しようとする地
域が共通的に活用する機能が集約され、スマートシティで導入する様々な分野のサービス
の導入を容易にさせることを実現するITシステムの総称。


